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題字：浅沼 一道
※今年度から新事務局となりました。

第37号

 

「
白
堊
芸
術
祭
」
は
、
い
わ
ば
在
京

白
堊
会
の
文
化
祭
。
絵
や
書
、
彫
刻

に
限
ら
ず
、
写
真
や
歌
唱
、
演
奏
、

舞
踊
な
ど
、
あ
な
た
の
一
芸
で
参
加

で
き
ま
す
。 

「
白
堊
芸
術
祭
」
の
主

役
は
あ
な
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
、
友
人
や
仲
間
、
家
族
と

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
26
年
12
月
８
日
（
月
）

〜
13
日
（
土
）
11
：
00
〜
18
：
30
（
最

終
日
は
15
：
00
）。
※
搬
入
は
12
月
７
日

（
日
）
10
：
00
か
ら
。

▼
会
場
：
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
上
記
）

▼
出
展
料
：
一
人
２
千
円
（
２
点
ま

で
）。
２
点
以
上
は
１
点
に
付
き
、
プ
ラ

ス
１
千
円
。
グ
ル
ー
プ
展
出
展
料
も
こ

れ
に
準
じ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
時
間

２
千
円
（
準
備
、
撤
収
時
間
含
）。

▼
懇
親
会
：
搬
入
日
の
12
月
７
日
（
日
）

17
：
00
か
ら
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
会

費
は
４
０
０
０
円
程
度
（
会
場
未
定
）。

▼
申
込
締
切
：
11
月
９
日
（
日
）。

▼
申
込
＆
問
合
先
：
三
浦
千
波
さ
ん
（
Ｓ

50
卒
）。
〒
２
１
１-

０
０
３
５  

川
崎
市

中
原
区
井
田
２
の
15
の
50

電
話
（
０
４
４
）
７
９
７
・２
１
７
０

※
な
お
、
詳
細
は
申
込
み
締
切
り
後
、

各
出
展
（
出
演
）
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

2014白堊芸術祭

平
成
26
年
度
在
京
白
堊
会
会
費
未
納
の
方
は
、

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２
，０
０
０
円

の
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
お
支
払
い
済
み
の
方
に
振
替
用

紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
容
赦
下
さ
い
。

前回大好評の篆刻実技体験（2012.11.10）を
再度実施。道具はすべて幹事が用意してくれる

ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン

〈2014年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
● 10月24日（金）「在京白堊会ゴルフ大会」
 （会場：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎／茨城県龍ヶ崎市）〈8面〉
● 11月8日（土）「ル・サロン・ブラン」（芸術鑑賞クラブ）
 〈古河・篆刻美術館を訪ねる〉（場所：茨城県古河市）〈1面〉
● 12月8日（月）-13日（土）「白堊芸術祭」
 （会場：文房堂ギャラリー／千代田区神田神保町）〈1面〉
● 12月13 日（土）   「白堊歌会」
 （宮沢賢治と五行歌の朗読会：文房堂ギャラリー）〈8面〉
●平成27年2月15日（日）「歌の祭り」
 （会場：渋谷区笹塚／Blue‐T〈ブルーティ〉）〈2面〉
 ※ご質問、お問い合わせは事務局 03-6404-6379 へお気軽にどうぞ。

年
末
恒
例「
白
堊
芸
術
祭
」で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

　

12
月
８
日
■
〜
13
日
■ 

文
房
堂
（
神
田
神
保
町
）
で
開
催

　

第
７
回
「
白
堊
芸
術
祭
」
は
、
会
場
が
広
く
て
ゆ
っ
た
り
く
つ

ろ
げ
る
と
大
好
評
だ
っ
た
昨
年
と
同
じ
文
房
堂
（
ぶ
ん
ぽ
う
ど
う

／
神
田
神
保
町
）
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
絵
画
・
書
・

彫
刻
・
写
真
・
歌
唱
な
ど
約
60
名
の
出
展
・
出
演
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ス
ペ
ー
ス
に
は
ま
だ
十
分
に
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の

皆
様
の
ご
出
展
、
ご
出
演
と
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈お願い〉今回送付の「在京白堊会会報』第37号は「転送不要」での配達
とさせていただきました。会員の住所変更を把握するためです。戻ってきた
郵便物については、転居届連絡はがきを封入して再送させていただきます。

文房堂ギャラリー
〒 101-0051　
千代田区神田神保町 1-21-1 
文房堂ビル 4 Ｆ
Tel: 03-5282-7941

（会場直通 : 会期中のみ使用可能）
Tel: 03-3291-3445

（ギャラリー事務所）
http://www.bumpodo.co.jp/
＊ギャラリーへはエレベーターを利用。
〈アクセス〉「神保町」駅（東京メトロ
半蔵門線、都営三田線、新宿線）A7
出口、徒歩 3 分／ JR「御茶ノ水」駅 
御茶ノ水橋口、徒歩 10 分

お願い

月

土

11
月
８
日（
土
）
─
─

篆
刻
美
術
館
で
実
技
体
験
！

　

平
成
12
年
に
実
施
し
好
評
だ
っ
た

古
河
市
の
篆
刻
美
術
館
を
訪
問
。
企

画
展
「
江
戸
時
代
の
印
譜—

日
本
近

人
印
譜—

」
を
鑑
賞
後
、
篆
刻
実
技

体
験
と
し
て
葉
書
に
使
用
す
る
程
度

の
小
印
を
製
作
し
ま
す
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
・
集
合
場
所
：
平
成
26
年
11

月
８
日（
土
）、
10
：
30 

JR
古
河
駅
集
合

▼
交
通
：
JR
新
宿
駅
９
：
25
発
→
JR
古
河

着
10:

23
着
（
JR
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
直

通
が
便
利
。
時
間
は
ご
確
認
下
さ
い
）

▼
申
込
締
切：平
成
26
年
10
月
20
日（
月
）

▼
申
込
先
：
①
氏
名
②
卒
年
③
連
絡
先
を

明
記
の
上
、佐
藤
法
雄
さ
ん（
Ｓ
50
卒
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
０
４
２
）
３
２
２・３
９
５
０
／

yousai.s1112@
ezw

eb.ne.jp

）ま
で
。
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役員人事
　

本
年
５
月
10
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
た
第
46
回
在
京
白
堊
会
総
会
で
、

新
役
員
人
事
が
承
認
さ
れ
、
人
事
が

一
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
の
は
、
内

村
泰
さ
ん
（
Ｓ
39
卒
）
で
す
。
内
村

さ
ん
は
、
平
成
17
年
か
ら
８
年
間
会

長
を
務
め
ら
れ
た
馬
場
信
さ
ん
（
Ｓ

41
卒
）
を
副
会
長
と
し
て
補
佐
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。〝
在
京
白
堊
会
愛
〟

で
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
承
し
、

力
強
く
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

副
会
長
は
会
長
に
昇
格
し
た
内
村

さ
ん
、
戸
来
ソ
ウ
子
さ
ん
（
Ｓ
40

卒
）
に
代
わ
っ
て
戸
田
純
さ
ん
（
Ｓ

48
卒
）、
三
浦
千
波
さ
ん
（
Ｓ
50
卒
）

が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
も
山
田
武
秋（
Ｓ
42
卒
）

か
ら
藤
井
則
夫
さ
ん
（
Ｓ
47
卒
）
に

代
わ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
事
務
局
も

代
わ
り
ま
し
た
（
新
事
務
局
住
所
、

電
話
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
本
紙
一

面
題
字
下
を
ご
参
照
下
さ
い
）。
藤

井
さ
ん
は
Ｉ
Ｔ
の
専
門
家
で
、
新
た

に
事
務
局
次
長
に
な
ら
れ
た
木
村
忠

文
さ
ん
（
Ｓ
54
卒
）
と
の
タ
ッ
グ
で
、

在
京
白
堊
会
の
Ｉ
Ｔ
化
は
格
段
に
強

化
さ
れ
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
会
則
改
正
に
よ

り
新
た
に
会
計
が
新
設
さ
れ
、
初
代

会
計
に
佐
々
木
貴
司
さ
ん（
Ｓ
56
卒
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
執
行
部
に
は
、
在
京
白
堊
会
の

よ
り
一
層
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

馬場信前会長からバトンタッチした内村泰新会長（左）

新
会
長
・
内
村
泰
氏
（
Ｓ
39
卒
）

新
事
務
局
長
・
藤
井
則
夫
氏
（
Ｓ
47
卒
）

役
員
人
事
が
一
新
さ
れ
ま
し
た

　

な
お
、
新
執
行
部
は
以
下
の
通
り

で
す
。

●
正
副
会
長
そ
の
他
役
員

会　

長　

内
村　

泰
（
Ｓ
39
卒
）

副
会
長　

戸
田　

純
（
Ｓ
48
卒
）

　

　々
　

三
浦
千
波
（
Ｓ
50
卒
）

監　

査　

岩
瀬
佐
千
世
（
Ｓ
48
卒
）

会　

計　

佐
々
木
貴
司
（
Ｓ
56
卒
）

●
事
務
局
関
係

事
務
局
長 

藤
井
則
夫
（
Ｓ
47
卒
）

事
務
局
次
長
（
Ｈ
Ｐ
担
当
）

　

   　
　

 

水
原　

滋
（
Ｓ
50
卒
）

　
　

　々
　

 

（
名
簿
担
当
）　　

　
　
　
　

  

木
村
忠
文
（
Ｓ
54
卒
）

●
常
任
幹
事

　

戸
澤　

聰
（
Ｓ
40
卒
）

　

白
石
源
次
郎
（
Ｓ
41
卒
）

　

船
越
巧
子
（
Ｓ
42
卒
）

　

玉
澤
健
児
（
Ｓ
43
卒
）

　

岩
澤
新
治
（
Ｓ
45
卒
）

　

藤
井
則
夫
（
Ｓ
47
卒
）

　

水
原　

滋
（
Ｓ
50
卒
）

　

伊
藤
馨
一
（
Ｓ
52
卒
）

　

木
村
忠
文
（
Ｓ
54
卒
）

　

伊
藤　

総
（
Ｓ
55
卒
）

　

佐
々
木
貴
司
（
Ｓ
56
卒
）

　

及
川　

謙
（
Ｓ
61
卒
）

　

菊
池　

拓
（
Ｓ
63
卒
）

●
顧
問

　

及
川
昭
伍
（
Ｓ
25
卒
）

　

馬
場　

信
（
Ｓ
41
卒
）

●
参
与

　

八
重
畑
達
男
（
Ｓ
18
卒
）

　

松
橋
暉
男
（
Ｓ
25
卒
）

　

大
平
洋
司
（
Ｓ
26
卒
）

　

外
山
浩
子
（
Ｓ
32
卒
）

　

戸
来
ソ
ウ
子
（
Ｓ
40
卒
）

（写真上）右から副会長・戸田純さん、同・三
浦千波さん、事務局長・藤井則夫さん、事務
局次長・木村忠文さん。（写真左上）右から会
計・佐々木貴司さん、事務局次長・水原滋さん。

（写真左）馬場信前会長、戸来ソウ子前副会長
にお礼のケーキ贈呈〈2014.4.17開催の幹事会〉

ク
ラ
ブ
活
動 

報
告
＆
募
集    

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
─
─

６
月
21
日
（
土
）
開
催

歌
の
祭
り
─
─

次
会
は
来
年
２
月
15
日
（
日
）

　

第
10
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
が

６
月
21
日（
土
）、銀
座
の「
Ｓ
Ｕ
Ｎ-

ｍ

ｉ
高
松
７
丁
目
店
」
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
席
者
は
17
名
。
そ
の
う

ち
初
参
加
は
２
名
で
し
た
。

　

今
年
は
ゲ
ス
ト
講
師
に
、
５
月
ま

で
在
京
白
堊
会
会
長
で
あ
っ
た
馬
場

信
さ
ん
（
Ｓ
41
卒
）
を
お
迎
え
し
て
、

「
溶
接
が
も
の
づ
く
り
を
支
え
る—

溶
接
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
溶
接

の
進
歩
が
建
築
や
造
船
・
自
動
車
製

造
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
製
造
業
に
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
お
話
は
と
て
も
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
、
今
年
同
様
に
行
う

予
定
で
す
。

　

第
11
回
「
歌
の
祭
り
」
は
８
月
３

日
（
日
）、
渋
谷
区
笹
塚
の
中
国
茶

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」
に
て

24
名
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
、
第
12
回
「
歌
の
祭
り
」
開

催
は
平
成
27
年
２
月
15
日
（
日
）。

詳
細
の
問
合
せ
・
申
込
み
は
大
内

秀
之
（
Ｓ
35
卒
・
電
話
＆Fax.045-

866--3215

）
ま
で
。
申
込
み
締
切
り

は
平
成
26
年
11
月
30
日
（
日
）。

2014 年8月3日開催の「第11回 歌の祭り」参加者

ゲスト講師の馬場信・前在京白堊会会長（前列中央）を囲んで、「在京白堊レディス会」参加者の皆さん
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2014総会報告
　

平
成
26
年
5
月
10
日
（
土
）、
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
五
月

晴
れ
の
中
、
第
46
回
在
京
白
堊
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
３
２
０
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
昨
年
に
続
い
て
大
変
な
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
来
賓
と

し
て
、
盛
岡
一
高
の
高
橋
廣
至
校

長
、
白
堊
同
窓
会
の
谷
村
邦
久
会

長
、恩
師
と
し
て
、山
田
預
喜
先
生
、

石
田　

洵
先
生
、
佐
藤
三
樹
夫
先

生
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
つ
記
念
講
演
会
で

は
、
東
和
中
学
校
校
長　

西
郷
晃
さ

ん
（
Ｓ
57
年
卒
）
が
「
い
わ
て
ス
ー

パ
ー
キ
ッ
ズ
発
掘
・
育
成
事
業
の
取

り
組
み
」
と
し
て
若
手
ス
ポ
ー
ツ
選

手
育
成
に
つ
い
て
講
演
、
さ
ら
に
国

立
音
楽
大
学
附
属
中
・
高
校
講
師
、

菊
池
大
成
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
演
奏
を
行

い
、
大
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
「
お
ら
ほ
の
一
高
、
い
ま
む
か
し
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
懇
親
会
で
は
、

高
橋
校
長
か
ら
の
ご
挨
拶
に
加
え

て
、
30
年
前
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
集

め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
、
現
役
学

生
に
よ
る
最
近
の
一
高
の
紹
介
ビ
デ

オ
を
上
映
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
、「
む
か
し
」
か
ら
「
い
ま
」

ま
で
一
高
生
す
べ
て
の
共
通
項
で
あ

る
応
援
歌
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

で
す
。
当
日
の
投
票
に
よ
る
ラ
ン
キ

ン
グ
の
結
果
は
、
第
５
位
：
第
九
、

第
４
位
：
第
六
、
第
３
位
：
第
一
、

第
２
位
：
第
八
（
壮
行
歌
）、
そ
し

て
栄
え
あ
る
第
１
位
は
第
二
応
援
歌

（
凱
歌
）
と
な
り
ま
し
た
。
順
位
発

表
の
た
び
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
口

ず
さ
む
歌
で
会
場
は
自
然
に
一
体
と

な
り
、
最
後
に
第
二
応
援
歌
を
全
員

で
声
高
ら
か
に
歌
っ
て
会
場
の
熱
気

は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
昭
和
58
年
卒
の
皆
さ
ん
が

幹
事
年
で
す
が
、
す
で
に
大
幹
事
団

が
結
成
さ
れ
万
全
の
体
制
で
準
備
を

進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
き
っ

と
ま
た
素
晴
ら
し
い
思
い
出
に
な
る

で
あ
ろ
う
来
年
の
総
会
で
、
皆
様
に

再
会
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
昭
和
57
年
幹
事
団
一
同
）

お
ら
ほ
の
一
高
、
い
ま
む
か
し 

  
〜
お
気
に
入
り
の
応
援
歌
は
！

　
　
日
時
：
平
成
26
年
5
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

講
演
会
15
：
00
～
、
総
会
・
懇
親
会
16
：
00
～

　
　

会
場
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
御
茶
ノ
水
）

菊池大成氏（S57卒）のピアノ演奏

岩手のスーパーキッズ育成の現状について語った西郷晃氏（S57卒）の記念講演

総会風景

懇親会風景

（写真上）応援歌の人気ラン
キング投票では、第二応援
歌が第 1 位に選ばれた

（写真下）講師の西郷晃さん
がプレゼンターを務めた「お
楽しみ抽選会」

来年の総会幹事を担当する58年卒の皆さん 今年の幹事団（57年卒の皆さん）に感謝のエール

※
総
会
写
真
撮
影
： 

猪
原
秀
己（
Ｓ
57
卒
）
ほ
か
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今
日
は
諸
君
の
大
先
輩
で
あ
り
ま

す
情
熱
の
詩
人
石
川
啄
木
の
事
に
つ

い
て
少
し
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
若
い
頃
金
田
一
京
助
先
生

に
最
も
早
く
言
語
学
を
お
そ
は
り
ま

し
た
。

　

当
時
私
は
学
生
で
ち
よ
こ
〳
〵
先

生
の
下
宿
へ
伺
い
ま
し
た
が
或
る
日

石
川
君
が
上
京
し
て
い
る
か
ら
、
私

に
も
一
緒
に
話
し
て
見
な
い
か
と
云

わ
れ
ま
し
た
が
、
私
も
若
か
つ
た
の

で
恥
か
し
く
て
、
そ
の
ま
ゝ
帰
り
ま

し
た
。
そ
の
後
会
う
機
会
も
な
く
、

今
で
も
残
念
に
思
う
事
の
一
つ
で
す
。

今
日
は
此
処
に
来
ま
し
た
の
で
石
川

啄
木
の
歌
を
中
心
と
し
て
文
学
の
話

を
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

啄
木
は
小
説
も
か
い
て
い
た
の
で

す
が
大
し
た
も
の
は
な
か
つ
た
様
で

す
。
一
体
に
啄
木
は
ど
の
方
面
の
文

学
に
於
い
て
も
成
功
は
し
な
か
つ
た

様
で
す
が
、
あ
る
点
か
ら
言
つ
て
、

文
学
者
が
個
事
作
物
に
成
功
す
る
と

言
う
こ
と
は
、
大
し
た
こ
と
で
な
い

時
も
あ
る
の
で
す
。
歌
方
面
に
つ
い

て
言
つ
て
よ
い
こ
と
は
、
啄
木
の
歌

に
、自
身
の
物
が
よ
い
と
い
う
よ
り
、

多
く
の
後
続
の
よ
い
歌
人
を
出
し
た

と
い
う
所
に
、そ
の
偉
さ
が
あ
つ
た
。

　

諸
君
の
良
く
知
つ
て
い
る
歌
は

  

「
盛
岡
の
中
学
校
の
バ
ル
コ
ン
の

手
す
り
に
も
一
度
我
を
寄
ら
し
め
。」

と
云
う
歌
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
、

啄
木
の
少
年
時
代
或
い
は
彼
の
青
年

時
代
の
感
激
に
ひ
た
り
た
い
と
云
う

様
な
心
で
歌
つ
た
も
の
で
す
か
ら
、

そ
の
歌
に
於
け
る
啄
木
の
心
持
ち

は
、
少
青
年
時
代
に
あ
る
諸
君
の
心

に
、
そ
の
ま
ゝ
受
け
入
れ
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
で
し
よ
う
。

　

啄
木
の
歌
は
、
世
間
で
も
て
は
や

さ
れ
て
い
る
が
、
あ
な
た
方
に
は
ど

こ
が
良
い
か
解
ら
な
い
が
と
も
か

く
、
そ
れ
を
読
ん
で
見
る
と
驚
か
さ

れ
る
と
言
う
や
う
な
も
の
が
多
い
で

し
よ
う
。「
一
握
の
砂
」
の
序
文
を

朝
日
新
聞
社
会
部
長
で
あ
つ
た
藪
野

椋
十
（
澁
川
玄
耳
氏
）
が
書
い
て
い

る
が
そ
の
中
に
―
―
啄
木
と
私
と
は

年
が
違
う
の
で
彼
の
感
ず
る
所
は
私

に
は
解
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も

拘
ら
ず
こ
の
歌
を
見
る
と
何
か
驚
か

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
、
と
云
う
様
な

事
が
書
い
て
あ
る
。
文
学
は
子
供
に

良
く
わ
か
る
と
同
時
に
、
年
長
者
に

も
よ
く
分
る
様
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
う
か
と
云
つ
て
、
諸
君
に
解

る
文
学
が
、
赤
ん
坊
に
わ
か
る
と
云

う
こ
と
は
な
い
。
あ
な
た
方
よ
り
ず

つ
と
教
養
の
低
い
人
々
も
、
何
の
困

難
な
く
理
解
出
来
る
筈
は
な
い
。

　

今
迄
の
文
学
は
年
寄
に
解
る
も
の

は
幼
年
者
に
わ
か
ら
ず
幼
年
者
に
解

る
の
は
年
長
者
に
同
感
せ
ら
れ
た
こ

と
が
多
か
つ
た
。

  

「
よ
ご
れ
た
る
足
袋
は
く
と
き
の

気
味
わ
る
き
想
い
に
似
た
る
思
い
出

も
あ
り
。」

こ
の
歌
は
、
年
の
い
つ
た
我
々
に
も

若
い
諸
君
達
に
も
よ
く
解
る
歌
で
あ

る
。
諸
君
達
は
若
い
の
で
そ
の
若
さ

に
ま
か
せ
て
、
色
々
悪
ふ
ざ
け
を
す

る
。
暴
れ
る
な
ど
し
ま
す
が
、
ほ
ん

と
う
に
悪
い
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

人
は
ぬ
ぐ
つ
て
も
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い

悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
も
な
い

と
は
言
え
な
い
。
後
に
な
つ
て
想
い

出
す
と
恥
か
し
く
て
、
再
び
し
た
く

な
い
と
思
う
。
自
分
で
自
分
の
し
た

事
を
恥
じ
る
。
そ
れ
は
古
い
足
袋
を

は
く
と
何
と
な
く
冷
い
油
に
し
み
て

ゐ
る
、
何
か
し
ら
ぞ
つ
と
す
る
様
な

の
を
歌
に
言
つ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
反
省
が
無
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
子
供
に
も
大
人
に
も
此
の
歌
の

よ
ん
で
い
る
事
が
よ
く
胸
に
応
え

る
。
か
う
言
う
点
で
感
心
す
る
と
言

つ
た
風
に
藪
野
椋
十
の
序
文
の
意
味

は
、
く
み
と
れ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
、
文
学
的
で
あ
る

か
否
か
に
つ
い
て
は
昔
風
の
人
な

ら
、
こ
ん
な
の
は
歌
で
な
い
と
考
え

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
歌
で
は
、

そ
う
い
う
考
え
方
は
し
ま
せ
ん
。
昔

の
人
は
文
学
は
必
ず
美
し
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
つ
て
い
た
の
で

す
。
今
迄
反
省
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
こ
と
を
反
省
す
る
の
は
、
其
だ

け
人
間
を
一
段
高
い
処
に
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
啄
木
は
昔
の
人
の

い
う
文
学
的
要
素
に
は
欠
け
て
い
た

が
も
つ
と
大
事
な
も
の
を
持
つ
て
い

て
良
く
解
る
歌
を
読
ん
だ
。啄
木
は
、

あ
な
た
方
と
は
関
係
が
深
い
の
で
精

し
く
話
し
て
よ
い
で
し
よ
う
。
啄
木

は
昔
、新
体
詩
を
作
つ
て
い
ま
し
て
、

又
そ
れ
が
う
ま
か
つ
た
。
う
ま
い
筈

で
先
輩
の
作
風
を
巧
み
に
真
似
た
も

の
が
多
か
つ
た
。
若
い
時
の
啄
木
だ

か
ら
で
す
、

マ
マ

し
か
し
其
後
北
海
道
ま

で
転
々
と
放
浪
の
旅
を
続
け
て
、
短

時
日
に
大
変
苦
労
を
し
た
。そ
の
為
、

人
間
が
早
く
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

又
彼
は
お
も
し
ろ
い
俳
諧
歌
な
ど
い

ふ
も
の
を
こ
し
ら
へ
た
。
こ
れ
は
お

か
し
な
歌
で
あ
る
。
彼
は
、
木
下
杢

太
郎
と
い
う
私
の
友
人
と
、
面
白
い

歌
を
つ
く
つ
て
人
を
笑
わ
せ
よ
う
と

し
た
。
そ
の
面
白
い
歌
の
か
げ
に
は

人
間
の
痛
い
と
こ
ろ
を
つ
い
て
い
る

処
も
あ
つ
て
、
笑
つ
て
居
り
乍
ら
も

急
に
ふ
つ
と
笑
い
が
止
ま
る
。
人
の

し
た
事
を
笑
つ
て
居
乍
ら
、
よ
く
考

え
て
見
る
と
、
こ
れ
は
笑
つ
て
い
ら

れ
な
い
と
考
え
さ
せ
る
事
も
あ
る
。

若
い
あ
な
た
達
に
は
、
そ
う
云
う
経

験
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
我
々

に
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
文
学
に
は
、
始
め
は
た
ゞ

お
か
し
い
と
思
つ
た
も
の
が
、
良
く

考
え
て
見
る
と
、
自
分
も
笑
つ
て
居

る
事
が
出
来
な
く
な
る
。
例
え
ば
芭

蕉
の
句
な
ど
に
も
、
ち
よ
つ
と
見
て

は
面
白
い
が
、
よ
く
考
へ
る
と
、
寂

し
い
感
じ
の
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
啄
木
も
、
そ
う
言
う
歌
を
作
つ

て
ゐ
る
間
に
、
真
面
目
な
歌
を
つ
く

る
様
に
な
つ
た
。
自
分
の
経
歴
を

　
石
川
啄
木
か
ら
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
博
士
　
　
折
口
信
夫

石川啄木と折口信夫 校
友
会
誌
復
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た

折
口
信
夫
の
啄
木
講
演
録

　

折
口
信
夫
は
石
川
啄
木
に
強
く
影
響

を
受
け
た
歌
人
（
釈
超
空
）
と
し
て
有

名
で
す
。『
一
握
の
砂
』
刊
行
１
０
０

年
に
あ
た
る
２
０
１
０
年
に
、
石
川
啄

木
記
念
館
で
彼
が
評
釈
を
書
き
入
れ
た

『
一
握
の
砂
』が
公
開
さ
れ
、ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

折
口
信
夫
は
、
昭
和
23
年
５
月
５
日

に
母
校
（
こ
の
年
、
旧
制
盛
岡
中
学
が

廃
止
さ
れ
岩
手
県
立
盛
岡
第
一
高
等
学

校
と
な
る
）
で
講
演
し
、
そ
の
講
演
録

が
翌
24
年
５
月
１
日
に
復
刊
さ
れ
た
校

友
会
誌
『
創
造
』
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
の
第
一
号

は
明
治
33（
１
９
０
０
）年
に
発
刊
さ
れ
、

石
川
啄
木
は
第
九
号
に
評
論
「
林
中
書
」

（
明
治
40
年
３
月
）、
第
一
〇
号
に
評
論

「
一
握
の
砂
」（
明
治
40
年
９
月
）
を
発

表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
復
刊
号
は
当
時
の
自
治
会
副
委

員
長
、
及
川
昭
吾
さ
ん（
Ｓ
25
卒
・
現
在

京
白
堊
会
顧
問
）
に
ご
提
供
い
た
だ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
執
筆
者
に
在
京
会
員

の
佐
々
木
則
雄
さ
ん
（
Ｓ
24
卒
・
当
時

高
３
）、村
山
登
さ
ん（
Ｓ
26
卒
・
当

時
高
１
）
の
お
名
前
が
見
え
ま
す
。

　

折
口
信
夫
の
こ
の
評
論
は
『
折

口
信
夫
全
集
』（
新
版
第
30
巻
／

１
９
９
７
年
／
中
央
公
論
社
）に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
が
、校
訂
が
入
っ
た
全

集
版
と
は
表
記
の
異
な
る
掲
載
当
時

の
全
文
を
こ
こ
に
再
録
し
ま
し
た
。
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笑
つ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
何
と

も
言
え
な
い
厳
粛
感
が
出
て
来
た
。

我
々
の
人
生
に
は
、
笑
つ
て
す
ま

せ
る
こ
と
ば
か
り
あ
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
啄
木
は
、皆
に
共
通
な
、

感
情
を
歌
と
し
た
の
で
す
。
彼
が

初
め
の
頃
つ
く
つ
た
人
を
笑
わ
せ

る
様
な
歌
を
見
て
、
あ
な
た
達
は

啄
木
の
歌
は
面
白
い
と
思
つ
て
い

る
で
し
よ
う
が
、
そ
の
中
の
あ
る

物
が
、
自
分
の
厳
粛
な
気
持
と
、

通
ず
る
も
の
ゝ
あ
る
こ
と
を
考
え

ら
れ
る
事
が
あ
る
で
し
よ
う
。
人

生
を
反
省
す
る
力
が
あ
る
。
思
ひ

が
け
な
い
所
か
ら
、
わ
れ
〳
〵
の

生
活
の
真
の
姿
が
示
さ
れ
て
来
る
。

そ
れ
は
文
学
の
効
能
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
文
学
は
遊
戯

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
迄
の
人

の
文
学
が
遊
戯
的
で
あ
つ
た
の
は
、

こ
の
効
果
が
な
か
つ
た
為
で
あ
る
。

次
に
あ
な
た
方
が
読
ん
で
気
持
に

し
つ
く
り
と
す
る
歌
と
し
て

　
「
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
吾

れ
泣
き
濡
れ
て
蟹
と
戯
む
る
。」

こ
の
歌
は
、
調
子
の
高
い
も
の
と

感
じ
ら
れ
て
い
る
様
で
す
が
、
誇

張
が
し
て
あ
る
。
青
年
の
悲
し
み

の
上
に
、
文
学
ら
し
い
条
件
を
空

想
し
て
、
付
け
加
え
て
い
る
。

　

啄
木
は
片
方
に
は
、
ふ
ざ
け
た

歌
を
つ
く
つ
て
来
て
い
た
が
、
だ

ん
だ
ん
、
真
面
目
と
、
不
真
面
目

の
境
界
が
つ
か
な
く
な
つ
た
。
そ

し
て
、
啄
木
は
自
然
と
、
落
着
い

た
歌
を
つ
く
る
様
に
な
つ
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
い
て
言

ふ
こ
と
な
し
、
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ

り
が
た
き
か
な
。」

此
の
頃
に
な
る
と
、
啄
木
に
は
、
嘘

も
か
け
ね
も
な
く
、
如
何
に
も
、
そ

の
心
の
底
に
あ
る
厳
粛
感
が
や
さ
し

さ
に
充
ち
た
調
で
表
現
せ
ら
れ
て
来

た
。

　

此
の
歌
を
よ
む
と
、
岩
手
山
の
麓

に
暮
す
者
は
、
啄
木
な
ら
ず
と
も
、

こ
の
歌
は
皆
の
共
通
の
感
じ
を
適
切

に
う
た
つ
て
い
る
。
悲
し
い
か
嬉
し

い
か
は
歌
つ
て
居
な
い
が
、
自
然
に

衿
を
正
す
様
な
気
持
に
な
る
。
こ
れ

は
啄
木
の
歌
の
「
質
」
が
良
い
か
ら

で
あ
り
ま
す
。其
が
文
学
の
持
つ「
正

し
さ
」
で
す
。
啄
木
は
だ
ん
〳
〵
歌

は
、
短
い
も
の
だ
が
、
他
の
大
文
学

と
違
わ
な
い
純
な
人
の
心
を
動
か
す

様
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
高
き
山
の
頂
に
登
り
何
か
な
し

帽
子
を
振
り
て
下
り
き
し
か
な
。」

私
は
こ
れ
を
読
ん
で
、
啄
木
は
は
じ

め
て
完
成
に
達
し
た
と
考
え
ま
し

た
。
諸
君
達
は
、
何
に
も
感
じ
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
は
こ
の

様
な
歌
を
作
る
も
の
は
な
か
つ
た
の

で
す
。
私
共
の
若
い
頃
は
、
こ
ん
な

歌
は
意
味
の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
歌
は
単
純
で
あ
り
そ

の
良
さ
を
説
明
し
て
く
れ
と
云
わ
れ

る
と
ち
よ
つ
と
困
る
。
何
か
良
い
も

の
が
あ
る
。
歌
の
内
容
は
、
日
常
の

普
通
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う

思
つ
て
い
る
も
の
が
、
人
に
は
重
要

な
も
の
で
あ
る
事
が
、
往
々
に
し
て

あ
り
ま
す
。
昔
の
文
学
は
そ
う
い
う

平
凡
な
事
は
、
歌
の
題
材
に
取
ら
な

か
つ
た
。
し
か
し
啄
木
は
平
凡
な

も
の
を
題
材
に
採
つ
て
そ
れ
を
こ

な
し
て
、
却
て
我
々
の
気
持
に
触

れ
し
め
た
の
で
す
。
此
れ
よ
り
人
々

は
激
情
的
な
事
を
作
る
よ
り
、
世
の

中
の
平
凡
な
こ
と
を
歌
ふ
様
に
な
り

ま
し
た
。
啄
木
が
亡
く
な
つ
た
明
治

四
十
五
年
前
後
か
ら
、
歌
は
変
化
し

て
来
ま
し
た
。
此
れ
は
あ
る
部
分
ま

で
彼
啄
木
の
力
に
由
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
苦
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
達
し
た
啄

木
は
、色
々
な
歌
を
歌
つ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
か
う
言
ふ
所
ま
で
抜
け

出
て
来
る
の
で
す
。
啄
木
に
到
る
ま

で
の
間
に
、
歌
は
い
ろ
〳
〵
な
歴
史

を
経
て
来
ま
し
た
。
さ
う
言
ふ
歌
に

も
、
真
実
感
と
い
ふ
も
の
が
必
要
で

あ
り
ま
し
た
。其
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、

唯
美
し
く
、
唯
悲
し
く
、
或
は
そ
ん

な
こ
と
に
関
係
な
い
悲
し
い
時
も
、

楽
し
い
時
も
、
お
な
じ
調
子
の
な
だ

ら
か
な
歌
を
よ
む
べ
き
も
の
だ
と
考

え
た
こ
と
も
、
久
し
い
習
慣
だ
。

そ
う
言
う
こ
と
が
、
い
ろ
〳
〵
文
学

を
よ
く
し
た
り
、
わ
る
く
し
た
り
す

る
形
を
知
つ
て
貰
い
た
い
と
思
う
。

　

啄
木
の
先
生
は
、
与
謝
野
鉄
幹

（
又
、
寛
）
で
あ
り
ま
す
が
、
鉄
斡

の
歌
に

  

「
奈
良
の
世
は
千
歳
の
先
に
過
ぎ

け
る
か
あ
ら
ず
や
花
に
佐
保
の
風
吹

く
。」

こ
の
歌
は
自
然
を
、
感
情
に
流
し
こ

ん
で
う
た
つ
て
い
ま
す
が
、
此
の
様

な
歌
は
新
し
い
歌
を
作
り
は
じ
め
て

か
ら
の
啄
木
に
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
啄
木
は
人
間
や
、
今
の
世
に
関

係
の
な
い
も
の
は
、
つ
く
ら
な
い
こ

と
に
し
て
い
た
の
で
す
。
此
の
歌
と

啄
木
の
足
袋
の
歌
と
は
大
変
違
つ
て

ゐ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
で
し
よ
う
。

江
戸
時
代
末
期
の
歌
人
で
あ
つ
た
香

川
景
樹
の
歌
に

  

「
か
す
が
野
に
若
菜
を
つ
め
ば
我

乍
ら
昔
の
人
の
心
ち
こ
そ
す
れ
。」

と
言
う
の
が
あ
り
ま
す
。こ
の
歌
は
、

人
生
も
な
く
、
又
は
、
そ
の
個
性
な

ど
言
う
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の

自
分
で
あ
つ
て
、
昔
の
人
の
心
地
が

す
る
と
云
う
意
味
で
す
。
鉄
幹
の
歌

と
意
味
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る

が
、
感
激
は
全
然
違
つ
て
い
る
の
で

す
。
鉄
幹
の
は
自
分
の
心
の
動
き
を

示
そ
う
と
し
て
、苦
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
歌
が
深
く
這
入
つ
て
い

ま
す
。
景
樹
の
は
教
文
の
断
片
を
見

る
よ
う
な
も
の
で
す
。
単
に
報
告
し

て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
依

つ
て
も
歌
と
散
文
の
違
い
が
わ
か
る

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
あ
な
た
方

は
、
ど
の
文
章
は
ど
の
文
章
よ
り
良

く
、
ど
の
歌
が
ど
の
歌
よ
り
よ
い
と

云
う
様
な
事
を
す
る
事
は
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
ゆ
う
事
を
す

る
様
に
努
め
た
い
。
同
じ
題
材
だ
が

入
り
こ
み
方
の
程
度
が
違
う
。
文
学

に
は
、
深
い
浅
い
が
あ
る
。
文
学
は

自
分
の
意
志
を
伝
え
る
だ
け
で
は
い

け
な
い
。
感
情
を
も
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
景
樹
の

後
の
歌
人
と
し
て
加
納
諸
平
（
江
戸

時
代
の
歌
人
）
と
云
う
人
が
、
同
じ

様
な
事
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

  

「
引
馬
野
の
木
の
芽
は
り
は
ら
入

り
乱
れ
春
日
く
ら
す
は
昔
人
か
も
。」

相
当
に
い
ゝ
歌
で
す
。

歌
は
簡
単
だ
が
、か
う
し
て
思
う
と
、

表
し
方
が
皆
違
い
ま
す
。
何
故
そ
う

な
る
の
か
、
如
何
に
す
れ
ば
我
々
の

つ
か
ん
だ
事
が
、
適
切
に
表
わ
さ
れ

る
か
と
云
う
問
題
に
な
る
。
一
つ
の

思
想
を
表
す
に
は
、
一
つ
の
文
章
よ

り
な
い
と
云
う
理
想
は
誰
で
も
持
つ

て
ゐ
ま
す
、

マ
マ

だ
が
、
こ
れ
は
、
空
想

で
す
。
諸
君
も
練
り
に
練
つ
て
、
こ

れ
し
か
書
け
な
い
と
云
う
と
こ
ろ
迄

つ
き
つ
め
て
書
く
や
う
に
な
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
実
に
、
自
分
た
ち

の
考
え
ど
お
り
に
ゆ
か
な
い
で
も
、

ど
ん
な
方
面
で
も
、
厳
粛
な
気
持
で

あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
心

に
た
る
み
を
も
つ
て
、
文
を
書
く
と

読
む
人
に
も
た
る
み
が
出
来
て
、
罪

悪
感
を
持
た
せ
る
。
し
か
し
幸
に

諸
君
達
は
目
前
に
、
立
派
な
先
輩
石

川
啄
木
を
持
つ
て
い
ま
す
。
そ
の
歌

を
見
る
事
は
、
啄
木
を
通
じ
て
諸
君

の
生
活
を
説
明
し
て
も
ら
う
事
で
あ

る
。
君
達
に
は
長
い
将
来
が
あ
り
ま

す
。（
昭
和
二
十
三
年
五
月
五
日
於

本
校
講
堂
）

◆
折
口
信
夫
先
生
略
歴
!!

明
治
廿
年
大
阪
に
生
れ
る
。
同
四
十
三
年

国
学
院
大
学
卒
業
。
歌
人
筆
名
釈
迢
空
、

歌
集
「
海
山
の
あ
ひ
だ
」
そ
の
他
、
民
族

学
国
文
学
者
、
著
書
「
口
譯
萬
葉
集
」
三

巻
「
萬
葉
辭
典
」「
古
代
研
究
」
そ
の
他

現
在
国
学
院
大
学
教
授
、
慶
応
大
学
教
授

（
注
）
著
書
名
以
外
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
ま

し
た
。
ま
た
、
明
ら
か
な
誤
植
は
こ
れ
を
正
し
ま
し

た
が
、
校
訂
を
経
た
『
折
口
信
夫
全
集
』
と
異
な
る

表
記
は
、『
校
友
会
誌
』
に
従
い
ま
し
た
。
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12
月
13
日
（
土
）
─
─

野
口
田
鶴
子
さ
ん
の
朗
読
会

10
月
24
日（
金
）
─
─

ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎
に
て

　

白
堊
歌
会
は
、
恒
例
の
野
口
田
鶴

子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）
に
よ
る
宮
澤
賢

治
＆
五
行
歌
の
朗
読
会
を
、
今
年
も

白
堊
芸
術
祭
最
終
日
の
12
月
13
日

（
土
）
13
：
00
か
ら
開
催
し
ま
す
。

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

鳥
居
の
か
な
た
は
海

こ
こ
は
出
雲
の
岬

茜
空
の
向
こ
う
へ

昭
和
の
残
党

二
人
で
行
か
な

　
　

八
十
若
（
Ｓ
22
卒
・
小
川
達
雄
）

新
緑
の
匂
い
を
含
ん
だ

皐
月
の
風
が

そ
っ
と
ま
と
わ
り
つ
い
て

移
り
香
を
残
し

吹
き
抜
け
て
い
っ
た

 

だ
い
て
ん
ち
（
Ｓ
36
卒
・
星
邦
彦
）

白堊歌会（ネット歌会にリニューアルしました）

春
風
が
編
ん
だ

桜
の
花は

な
む
し
ろ筵

の
上
で　
　

戯
れ
る
小
鳥
た
ち

春
の
陽
射
し
を

楽
し
ん
で
い
る

　
　

伊
奈　

裕
（
Ｓ
38
卒
・
稲
垣
裕
雄
）

春
の
陽
に

ま
ど
ろ
む
娘
の

横
顔
を

幼
い
日
の
面
影

重
ね
つ
つ
見
る

　
　

吉
田
美
雅
子
（
Ｓ
45
卒
）

白堊五行歌会は、名称を「白堊歌会」に変更し、代表が星邦彦さ
んに交代、ネット中心の歌会にリニューアルしました。五行歌
だけでなく、短歌、俳句、川柳など、どなたでも自由に投稿で
きます。「白堊歌会」のネット投稿は下記URLからできます。
http://9324.teacup.com/gogyouka/bbs?

●
鈴
木
文
彦
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）
編
集

  

『
銭
形
平
次
捕
物
控
傑
作
選
』刊
行

　
紫
波
町
出
身
で
Ｍ
35
卒
の
大
先
輩
、

野
村
胡
堂
の
傑
作
『
銭
形
平
次
捕
物
控
』

全
３
８
３
篇
の
中
か
ら
24
篇
を
選
ん
だ

傑
作
選
が
発
売
さ
れ
た
。
選
は
元『
オ
ー

ル
讀
物
』
編
集
長
の
鈴
木
文
彦
さ
ん
（
Ｓ

40
卒
）。
第
３
巻
の
刊
行
の
経
緯
を
書
い

た
鈴
木
さ
ん
の
解
説
も
必
読
で
す
。

文春文庫『銭形平次捕物控傑作選』
〈1〉〈2〉〈3〉各 490円＋税

集合写真撮影： 猪原秀己（S57卒）

（写真左）本年度総会幹事、57年卒の皆さんの総会終了後の打ち
上げ風景。晴れ晴れとした皆さんの表情が印象的です。
1年間、ほんとうにありがとうございました。

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

　

第
12
回 

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
ル
ー
ル
、
表

彰
は
従
来
通
り
。
対
抗
戦
、
個
人

戦
を
行
い
ま
す
。
東
京
駅
〜
会
場

間
の
送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
26
年
10
月
24
日（
金
）

▼
場
所
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

▼
ス
タ
ー
ト
時
間
＆
募
集
組
数
：
９
：

15
〜
Ｏ
Ｕ
Ｔ
／
Ｉ
Ｎ
各
３
組
、
計
６
組

▼
料
金
： 

１
４
，
８
０
０

円（
キ
ャ
デ
ィ
付
。含
、昼
食・

懇
親
会
オ
ー
ド
ブ
ル
４
品
）

▼
参
加
費
：
３
，０
０
０
円

▼
送
迎
バ
ス
：
東
京
駅
か
ら

往
復
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー（
往

復
３
，
５
０
０
円
。
７
：
00

頃
出
発
予
定
）

▼
申
込
み
先
及
び
申
込
み
締

切
り
：
①
氏
名
②
卒
業
年
次
③
連
絡
先

住
所
＆
電
話
番
号
④
チ
ー
ム
の
場
合
代

表
者
氏
名
⑤
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
を

明
記
の
上
、
10
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

本
年
の
担
当
幹
事
（
前
年
優
勝
チ
ー
ム
）

ま
で
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
or
郵
送
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
先
着
順
と
し
ま
す
。

▼
本
年
の
担
当
幹
事
：
石
井 

充
（
Ｓ
42

卒
）
〒
１
５
６-

０
０
５
４ 

世
田
谷
区

桜
丘
２
の
24
の
11
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）０
３・３
４
２
７・９
６
９
２

（
メ
ー
ル
）atsushi_ishii@

to-kan.co.jp

※
大
会
詳
細
は
、
参
加
申
込
者
に
後

日
郵
送
い
た
し
ま
す
。

白
堊
歌
会

●
伊
東
明
子
さ
ん
（
Ｓ
50
卒
）

  

女
流
画
家
協
会「
第
68
回
展
」入
選

　
伊
東
明
子
さ
ん
（
Ｓ
50
卒
）
が
女
流

画
家
協
会
の
今
年
度
公
募
展
に
入
選
し

ま
し
た
。
同
展
は
全
国
規
模

の
公
募
展
で
、
新
人
の
登
竜

門
と
し
て
有
名
で
す
。

〈
編
集
後
記
〉
今
年
、会
長
か

ら
事
務
局
ま
で
一
新
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
風
に
ご
期
待
下
さ

い
。今
号
の
目
玉
は
、昭
和
24
年
、

復
刊
さ
れ
た
校
友
会
誌
に
掲

載
さ
れ
た
折
口
信
夫
の
「
石

川
啄
木
か
ら
出
て
」
と
題
す

る
講
演
録
の
再
録
で
す
。
読

書
の
秋
、
改
め
て
母
校
先
輩

の
偉
大
さ
に
触
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
（
Ｙ
）
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